
－

                  次のう ち， 機能的固着の記述と し て妥当なのはどれか。

１ ．「 マッ チ箱を ろ う そく 立てに使用する」 と いう こ と が思いつけないなど，

対象物の普段の使用方法に固執し てし まい， 別の使用方法が思いつかない

こ と である。

２ ． 普段， 足し 算による解法に慣れていると ， かけ算による解法が思いつかな

いよう に， ある種の解法への慣れが他の解法の発想を 制限するこ と である。

３ ． いっ たん仮説を 立てると ， 仮説の立証に固執し ， それに合っ た事象だけに

注意が向く よう になるこ と である。

４ ． 難解な問題で行き 詰まっ た際， 休憩を 入れずに持続的に問題に取り 組むと ，

かえっ て解法が発想さ れにく く なると いう 現象のこ と である。

５ ． 同じ 構造の問題でも 数字や記号で表現さ れると ， 具体的な事物によっ て表

現さ れる場合より も 解法が思いつき にく いと いう 現象である。
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［例題1］

 正答　1



                      　「 ９ 歳の壁」（「 １０  歳の壁」） に関する記述と し て妥当なのはどれか。

１ ． 近年では栄養状態が改善さ れ身体的発達はよく なっ ているも のの， ９ 歳前後の児

童期の運動機能の低下が顕著になっ ているこ と である。

２ ． セルマン（ Selman, R.L.） によ る社会的視点取得の発達において， 未分化・ 自己

中心的な視点の水準から ， 主観的・ 分化し た視点の水準にいたる難し さ のこ と で

ある。

３ ． 学力の個人差が拡大し ， その学年に期待さ れる学力を形成でき ていない子ども の

数が増加する現象のこ と である。

４ ． エリ ク ソ ン（ Erikson, E. H .） が提唱し た， こ の時期に訪れる「 勤勉性 対 劣等感」

と いう 心理社会的発達課題のこ と である。

５ ． ９ ～ １０ 歳前後の急激な身体的変化において， 男子の成長のピ ーク が女子より も

遅れるこ と である。
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［例題2］

 正答　3


